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(57)【要約】
　患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法を開示する。上記システムは
、患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体を含み、患者ユーザの体の部位を
撮像し得る。上記方法は、患者ユーザの体の部位を撮像する光学撮像装置を選択すること
と、複数の軸方向位置における焦点及び露出制御又は各特定の画像位置における作為的な
焦点及び露出制御を行いつつ、１つ以上のデータセットを前記光学撮像装置により取得す
ることと、前記取得したデータセットを登録することと、前記取得したデータセットに画
像処理を実行することと、前記画像処理されたデータセットのうち良いデータを前記患者
ユーザの体の部位の単一画像へと再構成することとを含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者ユーザの体の部位を撮像するシステムであって、
　プロセッサシステム、通信インターフェース、通信システム、入力システム、及び出力
システムを備え、通信ネットワークにアクセス可能なサーバシステムと、
　オペレーティングシステム、通信モジュール、ウェブブラウザモジュール、ウェブサー
バアプリケーション、及び患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体を備える
メモリシステムと、
　前記患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体に存在する複数のウェブペー
ジを表示するウェブサイトとを備えるシステム。
【請求項２】
　クライアントシステムをさらに備える、請求項１に記載の患者ユーザの体の部位を撮像
するシステム。
【請求項３】
　前記クライアントシステムは出力システム、入力システム、メモリシステム、プロセッ
サシステム、及び通信システムを含む、請求項２に記載の患者ユーザの体の部位を撮像す
るシステム。
【請求項４】
　前記クライアントシステムは手持ち型無線装置である、請求項３に記載の患者ユーザの
体の部位を撮像するシステム。
【請求項５】
　前記クライアントシステムはオペレーティングシステムを備えた携帯電話である、請求
項４に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項６】
　前記クライアントシステムはタブレット型コンピュータである、請求項４に記載の患者
ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項７】
　前記クライアントシステムは前記通信ネットワークを介して前記サーバシステムにアク
セスする、請求項３に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項８】
　前記通信ネットワークはインターネット、ローカルエリアネットワーク、又は広域ネッ
トワークである、請求項７に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項９】
　前記患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体は光学撮像装置により１つ以
上のデータセットを取得し、当該取得したデータセットを登録し、当該取得したデータセ
ットに画像処理を実行し、当該画像処理したデータセットのうち良いデータを前記患者ユ
ーザの体の部位の単一画像へと再構成する、請求項１に記載の患者ユーザの体の部位を撮
像するシステム。
【請求項１０】
　リムーバブルレンズをさらに備える、請求項１に記載の患者ユーザの体の部位を撮像す
るシステム。
【請求項１１】
　前記リムーバブルレンズはマクロレンズ及び交換レンズ組立体を含み、前記交換レンズ
組立体はマクロレンズを受け付けることにより当該マクロレンズを当該交換レンズ組立体
に結合する、請求項１０に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項１２】
　患者ユーザの体の部位を撮像するための方法であって、
　患者ユーザの体の部位を撮像する光学撮像装置を選択するステップと、
　１つ以上の軸方向位置における焦点及び露出制御又は１つ以上の特定の画像位置におけ
る作為的な焦点及び露出制御を行いつつ、１つ以上のデータセットを前記光学撮像装置に
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より取得するステップと、
　前記取得したデータセットを登録するステップと、
　前記取得したデータセットに画像処理を実行するステップと、
　前記画像処理されたデータセットのうち良いデータを前記患者ユーザの体の部位の単一
画像へと再構成するステップとを備える方法。
【請求項１３】
　前記光学撮像装置は、スリットランプ搭載型装置、スリットランプ一体型装置、ＯＣＴ
装置、１つ以上の特定波長による光学撮像装置、マルチスペクトル装置、ハイパースペク
トル装置、自家蛍光装置、共焦点網膜撮像装置、走査レーザ検眼装置、適応光学装置、偏
光方向特定型装置、眼底カメラ、手持ち型撮像装置、直接検眼鏡、間接検眼鏡、フルオレ
セイン血管造影装置、ＩＣＧ血管造影装置、クルクミン蛍光撮像型自家蛍光撮像装置、オ
トスコープ、ダーマスコープ、及び内視鏡からなる群から選択される、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記データセットはサブピクセル精度で自動的に登録される、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１５】
　画像フレームを登録して平行移動、回転、視点移動、及びサブフレームワーピングを補
償する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記取得されたデータセットに対する前記画像処理は、ウイナーフィルタリング又は反
復デコンボルーション等の画像強調を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　複数の重なり合うプレノプティック画像を共にモザイク化して所望の領域を含む、より
大きな画像領域を形成する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　現在の画像を、過去に取り込み、処理した１つ以上の画像と共に登録して、経時的な特
徴変化を直接比較することを可能とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１９】
　前記実行するステップにおいて、前記データセットのうち鮮明で十分に露出した部分を
特定し、画質を低下させてしまう輪郭のはっきりしない１つ以上の暗いデータセット又は
１つ以上の収差を除去する、請求項１０に記載の方法。
【請求項２０】
　前記単一画像は複数の深さにおいてプレノプティックであり又は焦点が合っており、ま
た、ユーザが焦点合成又は焦点の合った観察したい領域の選択を行える動画ファイルが作
成される、請求項１０に記載の方法。
【請求項２１】
　指令を記憶した非一時的なコンピュータ記憶媒体であって、前記指令を実行することに
より、
　患者ユーザの体の部位を撮像する光学撮像装置を選択するステップと、
　１つ以上のデータセットを前記光学撮像装置により取得するステップと、
　前記取得したデータセットを登録するステップと、
　前記取得したデータセットに画像処理を実行するステップと、
　前記画像処理されたデータセットのうち良いデータを前記患者ユーザの体の部位の単一
画像へと再構成するステップとを備える方法が実行される、非一時的なコンピュータ記憶
媒体。
【請求項２２】
　前記光学撮像装置は、スリットランプ搭載型装置、スリットランプ一体型装置、ＯＣＴ
装置、１つ以上の特定波長による光学撮像装置、マルチスペクトル装置、ハイパースペク
トル装置、自家蛍光装置、共焦点網膜撮像装置、走査レーザ検眼装置、適応光学装置、偏
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光方向特定型装置、眼底カメラ、手持ち型撮像装置、直接検眼鏡、間接検眼鏡、フルオレ
セイン血管造影装置、ＩＣＧ血管造影装置、クルクミン蛍光撮像型自家蛍光撮像装置、オ
トスコープ、ダーマスコープ、及び内視鏡からなる群から選択される、請求項１９に記載
の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２３】
　前記データセットはサブピクセル精度で自動的に登録される、請求項１９に記載の非一
時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２４】
　前記画像フレームを登録して平行移動、回転、視点移動、及びサブフレームワーピング
を補償する、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２５】
　前記取得されたデータセットに対する前記画像処理は、ウイナーフィルタリング又は反
復デコンボルーション等の画像強調を含む、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ
記憶媒体。
【請求項２６】
　複数の重なり合うプレノプティック画像を共にモザイク化して所望の領域を含む、より
大きな画像領域を形成する、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２７】
　現在の画像を、過去に取り込み、処理した１つ以上の画像と共に登録して、経時的な特
徴変化を直接比較することを可能とする、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ記
憶媒体。
【請求項２８】
　前記実行するステップにおいて、前記データセットのうち鮮明で十分に露出した部分を
特定し、画質を低下させてしまう輪郭のはっきりしない１つ以上の暗いデータセット又は
１つ以上の収差を除去する、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２９】
　前記単一画像は複数の深さにおいてプレノプティックであり又は焦点が合っている、請
求項１９に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３０】
　ユーザが焦点合成又は焦点の合った観察したい領域の選択を行える動画ファイルが作成
される、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、２０１３年５月２１日に出願された米国仮出願第６１／８２５，８３０号に
基づく優先権を主張し、その全開示を参照により援用する。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、撮像するためのシステム及び方法である。より具体的には、本発明は、患者
ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法である。
【背景技術】
【０００３】
　患者ユーザの体の部位の撮像は、典型的には、目を撮像するための各々１つ以上のスリ
ットランプ、検眼鏡、眼底カメラ、走査レーザ検眼鏡（ＳＬＯ）及び広視野装置、耳、鼻
、若しくは喉を撮像するためのオトスコープ、皮膚を撮像するためのダーマスコープ、又
は臓器若しくは体腔を撮像するための内視鏡によって行われる。これらの装置は比較的高
価なことが多く、各々１つ以上のパーソナルコンピュータ、カメラ、センサ、及びモニタ
を必要とする。それらは典型的には比較的大きいものであり、装置用テーブルを必要とし
、持ち運びできず、電池式ではなく、操作する上で経験のある技術者を必要とする。これ
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らの装置のうち手持ち型のものであっても、その視野において制限がある。典型的には、
これらの装置はビデオストリームではなく単一の画像を取得する。異なる焦点及びアライ
メントで各網膜画像を撮影したときに、各画像の焦点が合っていれば複数の画像を見て頭
の中で１つの画像に合成するかどうかはしばしば観察者に委ねられる。これらの装置の中
には焦点をコントロールできるものもあるが、網膜等の３次元の体の部位の全ての深さに
ついて焦点が十分合った画像を得ることは困難である。また、焦点が合っていない領域を
生じさせ得る目及び／又は撮像装置により光学収差が起こり得る。患者の目に対する撮像
装置のアライメントは、特定の画像領域の全体的な鮮明さにも影響し得る。
【０００４】
　オトスコープは、典型的には、観察者が目、鼻、又は喉を見ることができる手持ち型の
装置である。オペレーティングシステムを備えた携帯電話、すなわちＳＭＡＲＴＰＨＯＮ
Ｅ（登録商標）、又はタブレット型コンピュータの構成を適切な光学素子と共に利用する
ことにより、目又は喉の画像と同様に、耳の画像の視覚化、記憶、及び送信が可能となる
。皮膚の画像を皮膚科学的な応用のために可視波長又は特定波長で取得することも可能で
ある。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、撮像するためのシステム及び方法である。より具体的には、本発明は、患者
ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法である。
【０００６】
　患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法は、以下の点において他のシ
ステム及び方法と異なる。すなわち、従来の撮像装置は、目、網膜、耳、鼻、喉、皮膚、
又はその他の体の内部部位若しくは外部部位について焦点の合った多数の領域を視覚化す
ることができず、ＳＭＡＲＴＰＨＯＮＥ（登録商標）又はタブレット型コンピュータによ
っては駆動されず、比較的大きく、高価で、扱いにくい。本システム及び方法は、画像解
析及び画像処理と共にパッケージング、光学素子、及び画像登録を組み合わせて上記問題
を解決し、比較的高品質の焦点の合った画像、プレノプティック画像、及び動画を生成す
る。また、複数の画像を利用することにより、全体的な解像度及び画質が大きく向上する
。
【０００７】
　患者ユーザの体の部位を撮像するシステムは、プロセッサシステム、通信インターフェ
ース、通信システム、入力システム、及び出力システムを備えた通信ネットワークにアク
セス可能なサーバシステムと、オペレーティングシステム、通信モジュール、ウェブブラ
ウザモジュール、ウェブサーバアプリケーション、及び患者ユーザの体の部位の撮像用の
非一時的な記憶媒体を備えるメモリシステムと、上記患者ユーザの体の部位の撮像用の非
一時的な記憶媒体に存在する複数のウェブページを表示するウェブサイトとを含み得る。
【０００８】
　患者ユーザの体の部位を撮像するための方法は、患者ユーザの体の部位を撮像する光学
撮像装置を選択するステップと、１つ以上のデータセットを上記光学撮像装置により取得
するステップと、上記取得したデータセットを登録するステップと、上記取得したデータ
セットに画像処理を実行するステップと、上記画像処理されたデータセットのうち良いデ
ータを上記患者ユーザの体の部位の単一画像へと再構成するステップとを含み得る。上記
方法は、指令を記憶した非一時的なコンピュータ記憶媒体により実行されてもよい。
【０００９】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
１つ以上の現存の装置からデータセットを得るものを提供することである。
【００１０】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
焦点の段階的設定により又は複数の画像面からの情報を含むセンサを覆って配置された多
素子マイクロレンズにより種々の深さにおいて焦点の合った画像を作成するよう特別に設
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計された新しい装置から得られるものを提供することである。
【００１１】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
鮮明で包括的な光干渉断層撮像（ＯＣＴ）データセットを得るため、ＯＣＴデータセット
に適用されるものを提供することである。
【００１２】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
各撮像様式用にいくつかのインターフェースを取り外し可能としたものを提供することで
ある。
【００１３】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
無散瞳型であり、赤外線（ＩＲ）と、白色光又は薬理的な拡張無しで患者に利用できるそ
の他の離散スペクトル波長との間で切り替え得るものを提供することである。
【００１４】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
動画ストリーム又は素早く取得された静止画を記録して、各画像から品質の良い画像及び
画像部分を解析し、それらを比較的画質が向上した単一若しくは多重画像及び／又は動画
へと合成することによって大幅な改善を行ったものを提供することである。
【００１５】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
ＳＭＡＲＴＰＨＯＮＥ（登録商標）又はタブレット型コンピュータの電子アダプタと接続
する電子機器を備えたトリガー機構であるものを提供することである。
【００１６】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
６０Ｄレンズ又は類似の広視野網膜レンズを利用して網膜の広視野画像を得るものを提供
することである。
【００１７】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
ステレオスプリッタを利用して３Ｄ画像及び情報を得るものを提供することである。
【００１８】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
複数の血管の高解像度画像を得て脳卒中及び心血管系の事故のリスクを評価するものを提
供することである。
【００１９】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
血管蛇行及び高血圧の検知のために１つ以上の網膜血管を解析するものを提供することで
ある。
【００２０】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を利用して、網膜内のアミロイドベータ斑の１つ以上の画像によりアルツハイマー病
を検出するものを提供することである。
【００２１】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を利用して、糖尿病性網膜症、黄斑変性、緑内障、白内障又はその他の眼疾患につい
ての撮像、診断、又は検査を行うものを提供することである。
【００２２】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を利用して眼疾患についての前眼部の撮像を行うものを提供することである。
【００２３】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
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オトスコープを利用して耳、鼻、又は喉の感染症を診断するものを提供することである。
【００２４】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を利用して皮膚疾患についての皮膚の撮像を行うものを提供することである。
【００２５】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を利用して歯の状態を撮像するものを提供することである。
【００２６】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を利用して体の臓器又は体腔を撮像して病気を調べるものを提供することである。
【００２７】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
装置を遠隔治療用途に利用するものを提供することである。
【００２８】
　本発明の目的は、患者ユーザの体の部位を撮像するためのシステム及び方法であって、
各システム制御が音声作動されるものを提供することである。
【００２９】
　本発明の目的は、２つ以上の異なる時点において取られたプレノプティック画像を互い
に対応付けて登録し、それら一連の画像を動画として再生することにより当該画像同士の
比較を行うシステム及び方法を提供することである。
【００３０】
　本発明の目的は、複数の重なり合うプレノプティック画像を合成して、所望の領域を含
むモザイク化されたより大きな画像領域を形成するシステム及び方法を提供することであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
　本発明を添付の図面を参照して例示的実施形態により説明するがこれらに限定されない
。添付の図面において同一の参照符号は同一の要素を示す。
【図１】本発明の一実施形態に係る単一画像を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る複数枚からなる多重画像を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る患者ユーザの体の部位を撮像するシステムを示すシス
テム概略図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るサーバシステムを示すブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態に係るクライアントシステムを示すブロック図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る患者ユーザの体の部位を撮像するための方法を示すフ
ローチャートである。
【図７】本発明の一実施形態に係るリムーバブルレンズを示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　例示的実施形態の種々の側面を、当業者がその作業の本質を他の当業者に伝える際に一
般的に採用される用語を用いて説明する。しかし、それら説明する側面の一部のみについ
て本発明を実施してもよいことは当業者にとって明らかだろう。具体的な数、材料、及び
構成は説明のためのものであり、例示的実施形態の完全な理解のために記載するものであ
る。しかし、そのような具体的な細部に関わらず本発明を実施してもよいことは当業者に
とって明らかだろう。他の例では、例示的実施形態が不明瞭にならないように周知の特徴
は省略又は簡略化する。
【００３３】
　種々の動作を複数の別々の動作として、順次説明するが、それが本発明の理解に最も役
立つ説明の仕方となる。しかし、説明の順番は、それらの動作がその順番通りでなければ
ならないことを示唆するものとして解釈すべきではない。特に、それらの動作を提示順に
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行う必要はない。
【００３４】
　「一実施形態では」との文言を繰り返し使用する。この文言は一般的には同一の実施形
態を指すものではないが、同一の実施形態を指す場合もある。「備える」、「有する」、
及び「含む」との文言は、文脈上別の指示がない限り同義である。
【００３５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る単一画像１００を示す図である。
【００３６】
　単一画像１００は、患者ユーザの体の部位１１０のものであり得る。より具体的には、
単一画像１００は、患者ユーザの体の部位１１０にあるアミロイドベータ斑及びドルーゼ
１２０又は１つ以上の網膜血管１３０を含み得る。患者ユーザの体の部位１１０は、網膜
、目、鼻、喉、皮膚、又はその他の適当な患者ユーザの体の部位であり得る。
【００３７】
　図２は、本発明の一実施形態に係る複数枚からなる多重画像２００を示す図である。
【００３８】
　多重画像２００は、登録され、焦点が十分合った単一の画像２０５へと合成され得る。
多重画像２００は、患者ユーザの体の部位２１０のものであり得る。より具体的には、多
重画像２００は、患者ユーザの体の部位２１０にあるアミロイドベータ斑及びドルーゼ２
２０又は１つ以上の網膜血管２３０を含み得る。患者ユーザの体の部位２１０は、目、鼻
、喉、皮膚、又はその他の適当な患者ユーザの体の部位であり得る。多重画像２００は、
図１に示す単一画像１００に比べて向上した解像度、焦点、ダイナミックレンジ、及び画
質を有し得る。
【００３９】
　図３は、本発明の一実施形態に係る患者ユーザの体の部位を撮像するシステム３００を
示すシステム概略図である。
【００４０】
　システム３００は、サーバシステム３０４、入力システム３０６、出力システム３０８
、複数のクライアントシステム３１０、３１４、３１６、３１８、３２０、通信ネットワ
ーク３１２、及び手持ち型／携帯型装置３２２を含み得る。別の実施形態では、システム
３００は、さらなる構成要素を含んでもよく、及び／又は上記の構成要素の全てを含まな
くてもよい。
【００４１】
　サーバシステム３０４は、１つ以上のサーバを含み得る。１つのサーバ３０４は、任意
の関連するソフトウェア又は非一時的な記憶媒体のディストリビュータとしての性質を持
ち得る。別の実施形態では、システム３００は、さらなる構成要素を含んでもよく、及び
／又は上記の構成要素の全てを含まなくてもよい。
【００４２】
　入力システム３０６は、サーバシステム３０４への入力を行うために利用され得るもの
であり、キーボードシステム、マウスシステム、トラックボールシステム、トラックパッ
ドシステム、手持ち型システム上の１つ以上のボタン、携帯型システム、スキャナシステ
ム、無線受信機、マイクロフォンシステム、サウンドシステムへの接続、並びに／又はコ
ンピュータシステム、イントラネット、及び／若しくはインターネットへの接続及び／若
しくはインターフェースシステム（すなわち、ＩｒＤＡ、ＵＳＢ）のうちのいずれか１つ
、一部、任意の組合せ、又は全てを含み得る。
【００４３】
　出力システム３０８は、サーバシステム３０４からの出力を受信するために利用され得
るものであり、モニタシステム、無線送信機、手持ち型ディスプレイシステム、携帯型デ
ィスプレイシステム、プリンタシステム、スピーカシステム、サウンドシステムへの接続
／インターフェースシステム、１つ以上の周辺機器へのインターフェースシステム、並び
に／又はコンピュータシステム、イントラネット、及び／若しくはインターネットへの接
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続及び／若しくはインターフェースシステムのうちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ
、又は全てを含み得る。
【００４４】
　システム３００は、サーバシステム３０４への種々の接続態様のうちのいくつかを示し
得るものであり、当該サーバシステム３０４は情報提供ウェブサイト（図示せず）等のウ
ェブサイト（図５、５１６）であってもよい。サーバシステム３０４は、複数のクライア
ントシステム３１０、３１４、３１６、３１８、３２０に直接接続及び／又は無線接続さ
れ得るものであり、通信ネットワーク３１２を介して接続され得る。それぞれのクライア
ントシステム３２０がクライアントシステム３１８を介してサーバシステム３０４に接続
されてもよい。通信ネットワーク３１２は、各１つ以上のローカルエリアネットワーク（
ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、無線ネットワーク、電話ネットワーク、インタ
ーネット、及び／若しくはその他のネットワークのうちのいずれか１つ又は任意の組合せ
であり得る。通信ネットワーク３１２は１つ以上の無線ポータルを含み得る。クライアン
トシステム３１０、３１４、３１６、３１８、３２０は、エンドユーザがサーバシステム
３０４にアクセスするために利用し得る任意のシステムであり得る。例えば、クライアン
トシステム３１０、３１４、３１６、３１８、３２０は、パーソナルコンピュータ、ワー
クステーション、タブレット型コンピュータ、ラップトップコンピュータ、ゲームコンソ
ール、手持ち型のネットワーク使用可能なオーディオ／ビデオプレーヤー、携帯型装置、
及び／又はその他のネットワーク機器であり得る。
【００４５】
　クライアントシステム３２０は、通信ネットワーク３１２とその他のシステムとの組合
せを介してサーバシステム３０４にアクセスし得るものであり、当該その他のシステムは
クライアントシステム３１８であってもよい。クライアントシステム３２０は、ネットワ
ークコンテンツにアクセスするために利用され得る携帯電話、タブレット型コンピュータ
、又は手持ち型のネットワーク使用可能なオーディオ／ビデオプレーヤー等の手持ち型／
携帯型無線装置３２２であってもよい。クライアントシステム３２０は、オペレーティン
グシステムを備えた携帯電話、ＳＭＡＲＴＰＨＯＮＥ（登録商標）３２４、オペレーティ
ングシステムを備えたタブレット型コンピュータ、又はＩＰＡＤ（登録商標）３２６であ
ってもよい。
【００４６】
　図４は、本発明の一実施形態に係るサーバシステム４００を示すブロック図である。
【００４７】
　サーバシステム４００は、出力システム４３０と、入力システム４４０と、メモリシス
テム４５０とを含み得る。当該メモリシステム４５０は、オペレーティングシステム４５
１と、通信モジュール４５２と、ウェブブラウザモジュール４５３と、ウェブサーバアプ
リケーション４５４と、患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体４５５とを
格納し得る。サーバシステム４００は、プロセッサシステム４６０、通信インターフェー
ス４７０、通信システム４７５、及び入出力システム４８０も含み得る。別の実施形態で
は、サーバシステム４００は、さらなる構成要素を含んでもよく、及び／又は上記の構成
要素の全てを含まなくてもよい。
【００４８】
　出力システム４３０は、モニタシステム、手持ち型ディスプレイシステム、プリンタシ
ステム、スピーカシステム、サウンドシステムへの接続／インターフェースシステム、１
つ以上の周辺機器へのインターフェースシステム、並びに／又はコンピュータシステム、
イントラネット、及び／若しくはインターネットへの接続及び／若しくはインターフェー
スシステムのうちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ、又は全てを含み得る。
【００４９】
　入力システム４４０は、キーボードシステム、マウスシステム、トラックボールシステ
ム、トラックパッドシステム、手持ち型システム上の１つ以上のボタン、スキャナシステ
ム、マイクロフォンシステム、サウンドシステムへの接続、並びに／又はコンピュータシ
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ステム、イントラネット、及び／若しくはインターネットへの接続及び／若しくはインタ
ーフェースシステム（すなわち、ＩｒＤＡ、ＵＳＢ）のうちのいずれか１つ、一部、任意
の組合せ、又は全てを含み得る。
【００５０】
　　メモリシステム４５０は、ハードドライブ等の長期記憶システム、ランダムアクセス
メモリ等の短期記憶システム、フロッピードライブ若しくはリムーバブルドライブ及び／
若しくはフラッシュメモリ等のリムーバブル記憶システムのうちのいずれか１つ、一部、
任意の組合せ、又は全てを含み得る。メモリシステム４５０は、様々な異なる種類の情報
を記憶し得る１つ以上の機械読み取り可能な媒体を含み得る。機械読み取り可能な媒体と
の文言は、機械により読み取られ得る情報を保持することが可能な任意の媒体を指すため
に用いられ得る。機械読み取り可能な媒体は、一例として、非一時的な記憶媒体等のコン
ピュータ読み取り可能な媒体であってもよい。メモリシステム４５０は、患者ユーザの体
の部位を撮像するための１つ以上の機械指示を記憶し得る。オペレーティングシステム４
５１は、システム１００の全てのソフトウェア又は非一時的な記憶媒体及びハードウェア
を制御し得る。通信モジュール４５２は、サーバシステム３０４を、通信ネットワーク３
１２上で通信可能とし得る。ウェブブラウザモジュール４５３は、インターネットの閲覧
を可能とし得る。ウェブサーバアプリケーション４５４は、複数のウェブページを、当該
ウェブページを要求するクライアントシステムに提供し得るものであり、これにより、イ
ンターネットの閲覧が容易となる。
【００５１】
　　プロセッサシステム４６０は、複数の並列プロセッサ、単一プロセッサ、１つ以上の
中央処理装置を有する複数プロセッサからなるシステム、及び／又は特定のタスク専用の
１つ以上の特化プロセッサのうちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ、又は全てを含み
得る。プロセッサシステム４６０は、メモリシステム４５０に記憶された上記機械指示を
実行し得る。
【００５２】
　別の実施形態では、通信インターフェース４７０は、サーバシステム４００をネットワ
ーク３１２に接続可能としてもよい。この実施形態では、出力システム４３０は通信イン
ターフェース４７０と通信し得る。通信システム４７５は、出力システム４３０、入力シ
ステム４４０、メモリシステム４５０、プロセッサシステム４６０及び／又は入出力シス
テム４８０を互いに通信可能にリンクさせる。通信システム４７５は、１つ以上の電気ケ
ーブル、１つ以上のファイバー光学ケーブル、及び／又は空気若しくは水を通した信号送
信（すなわち、無線通信）のうちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ、又は全てを含み
得る。空気及び／若しくは水を通した信号送信の例としては、赤外線波及び／若しくは電
波等の電磁波を送信するためのシステム、並びに／又は音波を送信するためのシステムを
含み得る。
【００５３】
　入出力システム４８０は、入力装置及び出力装置としての二重の機能を有する装置を含
み得る。例えば、入出力システム４８０は、画像を表示する１つ以上の接触感知画面を含
んでもよく、したがって、出力装置であって、画面が指又はタッチペンにより押圧された
ときに入力を受け付けるものであってもよい。上記接触感知画面は、熱及び／又は圧力を
感知可能であってもよい。上記入出力装置のうちの１つ以上は、タッチペンにより生成さ
れる電圧又は電流を感知可能であってもよい。入出力システム４８０は必須ではなく、出
力システム４３０及び／若しくは入力装置４４０に加えて又は代えて利用してもよい。
【００５４】
　図５は、本発明の一実施形態に係るクライアントシステム５００を示すブロック図であ
る。
【００５５】
　クライアントシステム５００は、出力システム５０２、入力システム５０４、メモリシ
ステム５０６、プロセッサシステム５０８、通信システム５１２、入出力システム５１４
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、ウェブサイト５１６、及び無線ポータル５１８を含み得る。クライアントシステム５０
０は、別の実施形態として、これらの構成要素の全てを有さなくてもよく、及び／又は上
に挙げた構成要素に加えて若しくは代えて別の実施形態を有してもよい。
【００５６】
　クライアントシステム５００は、上記クライアントシステム３１０、３１４、３１６、
３１８、３２０のうちのいずれか１つ及び／又は、図３のネットワーク装置のうちの１つ
として利用し得る手持ち型若しくは携帯型無線装置３２２、ＳＭＡＲＴＰＨＯＮＥ（登録
商標）３２４、若しくはＩＰＡＤ（登録商標）３２６であってもよい。別の実施形態では
、クライアントシステム５００はさらなる構成要素を含んでもよく、及び／又は上に挙げ
た構成要素の全てを含まなくてもよい。出力システム５０２は、モニタシステム、無線送
信機、手持ち型ディスプレイシステム、プリンタシステム、スピーカシステム、サウンド
システムへの接続／インターフェースシステム、周辺装置へのインターフェースシステム
、並びに／又はコンピュータシステム、イントラネット、及び／若しくはインターネット
への接続及び／若しくはインターフェースシステムのうちのいずれか１つ、一部、任意の
組合せ、又は全てを含み得る。
【００５７】
　入力システム５０４は、キーボードシステム、マウスシステム、トラックボールシステ
ム、トラックパッドシステム、手持ち型システム上の１つ以上のボタン、スキャナシステ
ム、無線受信機、マイクロフォンシステム、サウンドシステムへの接続、並びに／又はコ
ンピュータシステム、イントラネット、及び／若しくはインターネットへの接続及び／若
しくはインターフェースシステム（すなわち、Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃ
ｉａｔｉｏｎ（ＩｒＤＡ）、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ（ＵＳＢ））の
うちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ、又は全てを含み得る。
【００５８】
　メモリシステム５０６は、ハードドライブ等の長期記憶システム、ランダムアクセスメ
モリ等の短期記憶システム、フロッピードライブ若しくはリムーバブルドライブ及び／又
はフラッシュメモリ等のリムーバブル記憶システムのうちのいずれか１つ、一部、任意の
組合せ、又は全てを含み得る。メモリシステム５０６は、様々な異なる種類の情報を記憶
し得る１つ以上の機械読み取り可能な媒体を含み得る。機械読み取り可能な媒体との文言
は、機械により読み取られ得る形式で情報を保持するために構成され得る任意の媒体を指
すために用いられ得る。機械読み取り可能な媒体は、一例として、コンピュータ読み取り
可能な媒体であってもよい。メモリシステム５０６は、患者ユーザの体の部位を撮像する
ための非一時的な記憶媒体を備えてもよい。
【００５９】
　プロセッサシステム５０８は、複数の並列プロセッサ、単一プロセッサ、１つ以上の中
央処理装置を有する複数プロセッサからなるシステム、及び／又は特定のタスク専用の１
つ以上の特化プロセッサのうちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ、又は全てを含み得
る。プロセッサシステム５０８は、メモリシステム５０６に記憶されたプログラムを実行
し得る。通信システム５１２は、出力システム５０２、入力システム５０４、メモリシス
テム５０６、プロセッサシステム５０８及び／又は入出力システム５１４を互いに通信可
能にリンクさせ得る。通信システム５１２は、１つ以上の電気ケーブル、１つ以上のファ
イバー光学ケーブル、及び／又は空気若しくは水を通して信号を送信する手段（すなわち
、無線通信）のうちのいずれか１つ、一部、任意の組合せ、又は全てを含み得る。空気及
び／又は水を通して信号を送信する手段の例としては、赤外線波及び／若しくは電波等の
電磁波を送信するためのシステム並びに／又は音波を伝達するためのシステムを含み得る
。
【００６０】
　入出力システム５１４は、入力装置及び出力装置としての二重の機能を有する装置を含
み得る。例えば、入出力システム５１４は、画像を表示する１つ以上の接触感知画面を含
んでもよく、したがって、出力装置であって、画面が指又はタッチペンにより押圧された
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ときに入力を受け付けるものであってもよい。上記接触感知画面は、熱、容量、及び／又
は圧力を感知可能であってもよい。上記入出力装置のうちの１つ以上は、タッチペンによ
り生成される電圧又は電流を感知可能であってもよい。入出力システム５１４は必須では
なく、出力システム５０２及び／若しくは入力装置５０４に加えて又は代えて利用しても
よい。
【００６１】
　また、クライアントシステム３１０、３１４、３１６、３１８、３２０及び手持ち型無
線装置３２２は、ウェブサイト５１６又は無線ポータル５１８と結び付いてもよく、当該
ウェブサイト５１６又は無線ポータル５１８も通信システム５１２に直接結び付いてもよ
い。また、任意のウェブサイト５１６又は無線ポータル５１８は、非一時的な記憶媒体及
びウェブサイトモジュール（図示せず）を含んで、当該ウェブサイトを維持し、当該ウェ
ブサイトへのアクセスを可能とし、当該ウェブサイトを実行してもよい。
【００６２】
　図６は、本発明の一実施形態に係る患者ユーザの体の部位を撮像するための方法６００
を示すフローチャートである。
【００６３】
　方法６００は、患者ユーザの体の部位を撮像する光学撮像装置を選択するステップ６１
０と、当該光学撮像装置で１つ以上のデータセットを取得するステップ６２０と、当該取
得されたデータセットを登録するステップ６３０と、当該取得されたデータセットに対し
て画像処理を実行するステップ６４０と、当該画像処理されたデータセットのうち良いデ
ータを患者ユーザの体の部位の単一画像へと再構成するステップ６５０とを含み得る。
【００６４】
　選択ステップ６１０は、上記光学撮像装置を、スリットランプ搭載型装置、スリットラ
ンプ一体型装置、光干渉断層撮像（ＯＣＴ）装置、１つ以上の特定波長による光学撮像装
置、マルチスペクトル装置、ハイパースペクトル装置、自家蛍光装置、共焦点網膜撮像装
置、走査レーザ検眼装置、適応光学装置、偏光方向特定型装置、眼底カメラ、手持ち型撮
像装置、直接検眼鏡、間接検眼鏡、フルオレセイン血管造影装置、ＩＣＧ血管造影装置、
クルクミン蛍光撮像型自家蛍光撮像装置、オトスコープ、ダーマスコープ、及び内視鏡か
らなる群から選択することを含んでもよい。取得ステップ６２０は、連続的なスルーフォ
ーカス及び露出制御又は作為的な焦点及び露出制御により行ってもよい。登録ステップ６
３０は、上記データセットをサブピクセル精度で自動的に登録することを含んでもよい。
実行ステップ６４０では、上記データセットのうち鮮明で十分に露出した部分を特定し、
撮像品質を低下させてしまう輪郭のはっきりしない１つ以上の暗いデータセット又は１つ
以上の収差を除去してもよい。再構成ステップ６５０は、上記単一画像を、複数の深さに
おいてプレノプティックとし又は焦点が合ったものとすることを含んでもよい。再構成ス
テップ６５０は、焦点合成を経ることが可能な又は焦点の合った観察したい領域の選択を
行える動画ファイルを作成することを含んでもよい。
【００６５】
　図７は、本発明の一実施形態に係るリムーバブルレンズ７００を示す側面図である。
【００６６】
　リムーバブルレンズ７００は、マクロレンズ７１０及び交換レンズ組立体７２０を含み
得る。また、マクロレンズ７１０は、皮膚用レンズ７１２又はその他適切な種類のレンズ
であってもよい。交換レンズ組立体７２０は上記システム（図３、３００）と接続し得る
。交換レンズ組立体７２０は、マクロレンズ７１０を受け取り可能であり、これにより当
該マクロレンズ７１０を交換レンズ組立体７２０に結合できる。また、リムーバブルレン
ズ７００は他のリムーバブルレンズ７００と交換し得る。
【００６７】
　本システム及び方法は、単独で利用してもよいし、患者ユーザの体の部位を撮像する種
々の様式におけるその他の装置と組み合わせて利用してもよい。目の兆候に関して具体的
に述べると、本システム及び方法は、搭載型スリットランプ、一体型スリットランプ、Ｏ



(13) JP 2016-524494 A 2016.8.18

10

20

30

40

50

ＣＴ、各特定波長による光学的撮像、マルチスペクトル、ハイパースペクトル、自家蛍光
、共焦点網膜撮像、走査レーザ検眼鏡、適応光学、偏光方向特定型、眼底カメラ、手持ち
型撮像装置、直接検眼鏡、間接検眼鏡、フルオレセイン血管造影、インドシアニングリー
ン（ＩＣＧ）血管造影、クルクミン蛍光撮像型自家蛍光、オトスコープ、ダーマスコープ
、及びその他の撮像様式において利用してもよいがこれらに限定されない。データセット
は、無作為的な焦点及び露出制御又は作為的な焦点及び露出制御のいずれかにより取得し
得る。また、データセットは、外部の合焦装置又は外部の照明装置と態様又は時間的に連
結した特定の照明制御を用いて取得されてもよい。データセットはサブピクセル精度で自
動的に登録してもよい。データセットに対して画像処理を行って、当該データセットのう
ち鮮明で十分に露出した部分を特定し、撮像品質を低下させてしまう輪郭のはっきりしな
い及び／若しくは暗いデータセット又はその他の収差を除去してもよい。良いデータを、
複数の深さにおいてプレノプティックとし若しくは焦点が合ったものとした単一画像に再
構成してもよく、及び／又は動画ファイルを作成してユーザが焦点合成又は焦点の合った
観察したい領域の選択を行えるようにしてもよい。
【００６８】
　本システム及び方法は、カメラ、ディスプレイ、演算機能、及び通信機能を単一のパッ
ケージとして包含する種々のＳＭＡＲＴＰＨＯＮＥ（登録商標）及びタブレット型コンピ
ュータにより利用され得る。本システム及び方法は、ＰＨＯＮＥ（登録商標）、ｉＰＡＤ
（登録商標）、及びＡＮＤＲＯＩＤ（商標）の電話及びタブレット型コンピュータ、ＷＩ
ＮＤＯＷＳ（商標）の電話及びタブレット型コンピュータ、又はその他の携帯機器により
利用してもよいがこれらに限定されない。本システム及び方法は、離散的焦点制御により
又は離散的焦点制御無しで利用してもよい。本システム及び方法は、カラー眼底撮像、前
眼部撮像、角膜・水晶体撮像、フルオレセイン血管造影、ＩＣＧ血管造影、クルクミン蛍
光撮像、自家蛍光、離散波長撮像、無赤色、ハイパースペクトル撮像、マルチスペクトル
撮像、及び光干渉断層撮像を含む目を撮像するための多くの様式において適用可能であり
、また、これらに限定されない。これらの各様式においては、画像データセットを登録し
、続いて画像制御を行って、各画像から比較的高周波で焦点の合った十分に露出した領域
を取得でき、これらの領域を単一画像若しくはプレノプティック多焦点単一画像へと合成
し、又は焦点合成若しくは焦点の合った観察したい領域の選択をユーザが行える動画像と
することができる。それぞれの画像を手動又は自動で選択して高解像度のパノラマ画像と
して統合してもよく、及び／又は複数の画像を登録して単一画像へと合成し、画質を大き
く向上させてもよい。アーチファクトの存在しない画像を実現するために、本システム及
び方法は、発光ダイオード（ＬＥＤ）光源（又はその他の光源若しくはカメラ／タブレッ
ト型コンピュータに内蔵された光源）を利用する。これらの光源は中央撮像光路から軸が
外れていてもよい。フリッパアームを導入して瞬間的に上記アーチファクトをブロックし
、それにより中央のアーチファクトを隠すよう画像を描画してもよい。ＤＭＤアレイ等の
物理的又は電子的な照明制御装置を照明制御に採用してもよい。フリッパ無しの画像と有
りの画像を再度組み合わせてアーチファクトの存在しない画像を作成してもよい。また、
中央アーチファクトの除去は、光学素子、光学部品、又は患者の固定を振動させて異なる
位置にアーチファクトを有する複数の画像セットを作成することにより達成してもよい。
そして、それらの画像をフリッパを用いて又は用いずに合成してアーチファクトの存在し
ない画像を得てもよい。また、本システム及び方法は、暗い環境の創出のため及び衛生的
にするために使い捨てアイキャップを利用してもよい。本システム及び方法は、光学素子
とインターフェースとの専用セットを有して、耳、鼻、喉、又は皮膚を撮像するオトスコ
ープとして利用してもよい。それらの画像を遠隔治療相談用に保存、検討、又は送付して
もよい。上記専用の光学素子は一部取り外し可能として各様式間での取替えが簡単にでき
るようにしてもよい。
【００６９】
　本システム及び方法は、解剖及び／又は病変の検知についての書類作成用に目、耳、鼻
、喉、及び皮膚を撮像するために利用してもよい。目に関してより具体的に述べると、本
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システム及び方法は、前眼部及び後眼部の両方を撮像するために利用してもよく、また、
ＯＣＴに見られるようなサブ構造用に利用してもよい。本システム及び方法の一側面では
、それぞれの画像を自動的に登録し、続く画像処理において、比較的焦点が十分に合って
いて均等に照明された領域の特定及びウイナーフィルタのような高周波情報の抽出を行っ
て、それらを単一画像へと再構成してもよい。また、アルゴリズムにより、焦点があまり
合っておらずその他の光学収差を含み及び／又は十分に照明されていない画像領域の除去
を可能としてもよい。本システム及び方法は、特定の焦点に段階的に設定する新しいＳＭ
ＡＲＴＰＨＯＮＥ（登録商標）、タブレット型コンピュータ、及びその他の患者ユーザの
体の部位の撮像装置、並びに／又はユーザが焦点を変更する必要がある若しくは必要がな
い現存の装置に適用してもよい。また、本システム及び方法は、装置の焦点を作為的に段
階設定して画像セットを生成することにより適用してもよい。
【００７０】
　また、本システムは、現在の画像を、過去に取り込み、処理した１つ以上の画像と共に
登録して経時的な特徴変化の直接比較を可能としてもよい。経時的な一連の画像は、並べ
て提示してもよいし、ユーザ制御によるフレームレートで経時的に再現する動画として再
生されるシーケンスとして提示してもよい。
【００７１】
　過去に収集したデータセットからの情報は、新たに画像を収集する際の指針として用い
てそれらの画像が同一特徴領域のものとなるようにしてもよい。これは、撮像する領域の
リアルタイム映像上に重ねられた画像等の、ユーザに対して提示される視覚的なフィード
バック機構に関与し得る。
【００７２】
　本発明を上述の実施形態に関連して説明したが、本発明が上述の実施形態に限定されな
いことは当業者であれば分かるだろう。本発明は、添付の請求項の趣旨及び範囲内におい
て変更及び修正を行ってもよい。このように、明細書の記載は本発明を限定するものでは
なく、例示するものとして看做されるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月28日(2016.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者ユーザの体の部位を撮像するシステムであって、
　プロセッサシステム、通信インターフェース、通信システム、入力システム、及び出力
システムを備え、通信ネットワークにアクセス可能なサーバシステムと、
　オペレーティングシステム、通信モジュール、ウェブブラウザモジュール、ウェブサー
バアプリケーション、及び患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体を備える
メモリシステムと、
　前記患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体に存在する複数のウェブペー
ジを表示するウェブサイトとを備えるシステム。
【請求項２】
　クライアントシステムをさらに備える、請求項１に記載の患者ユーザの体の部位を撮像
するシステム。
【請求項３】
　前記クライアントシステムは出力システム、入力システム、メモリシステム、プロセッ
サシステム、及び通信システムを含む、請求項２に記載の患者ユーザの体の部位を撮像す
るシステム。
【請求項４】
　前記クライアントシステムは手持ち型無線装置である、請求項３に記載の患者ユーザの
体の部位を撮像するシステム。
【請求項５】
　前記クライアントシステムはオペレーティングシステムを備えた携帯電話である、請求
項４に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項６】
　前記クライアントシステムはタブレット型コンピュータである、請求項４に記載の患者
ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項７】
　前記クライアントシステムは前記通信ネットワークを介して前記サーバシステムにアク
セスする、請求項３に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項８】
　前記通信ネットワークはインターネット、ローカルエリアネットワーク、又は広域ネッ
トワークである、請求項７に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項９】
　前記患者ユーザの体の部位の撮像用の非一時的な記憶媒体は光学撮像装置により１つ以
上のデータセットを取得し、当該取得したデータセットを登録し、当該取得したデータセ
ットに画像処理を実行し、当該画像処理したデータセットのうち良いデータを前記患者ユ
ーザの体の部位の単一画像へと再構成する、請求項１に記載の患者ユーザの体の部位を撮
像するシステム。
【請求項１０】
　リムーバブルレンズをさらに備える、請求項１に記載の患者ユーザの体の部位を撮像す
るシステム。
【請求項１１】
　前記リムーバブルレンズはマクロレンズ及び交換レンズ組立体を含み、前記交換レンズ
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組立体はマクロレンズを受け付けることにより当該マクロレンズを当該交換レンズ組立体
に結合する、請求項１０に記載の患者ユーザの体の部位を撮像するシステム。
【請求項１２】
　患者ユーザの体の部位を撮像するための方法であって、
　患者ユーザの体の部位を撮像する光学撮像装置を選択するステップと、
　１つ以上の軸方向位置における焦点及び露出制御又は１つ以上の特定の画像位置におけ
る作為的な焦点及び露出制御を行いつつ、１つ以上のデータセットを前記光学撮像装置に
より取得するステップと、
　前記取得したデータセットを登録するステップと、
　前記取得したデータセットに画像処理を実行するステップと、
　前記画像処理されたデータセットのうち良いデータを前記患者ユーザの体の部位の単一
画像へと再構成するステップとを備える方法。
【請求項１３】
　前記光学撮像装置は、スリットランプ搭載型装置、スリットランプ一体型装置、ＯＣＴ
装置、１つ以上の特定波長による光学撮像装置、マルチスペクトル装置、ハイパースペク
トル装置、自家蛍光装置、共焦点網膜撮像装置、走査レーザ検眼装置、適応光学装置、偏
光方向特定型装置、眼底カメラ、手持ち型撮像装置、直接検眼鏡、間接検眼鏡、フルオレ
セイン血管造影装置、ＩＣＧ血管造影装置、クルクミン蛍光撮像型自家蛍光撮像装置、オ
トスコープ、ダーマスコープ、及び内視鏡からなる群から選択される、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記データセットはサブピクセル精度で自動的に登録される、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１５】
　画像フレームを登録して平行移動、回転、視点移動、及びサブフレームワーピングを補
償する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記取得されたデータセットに対する前記画像処理は、ウイナーフィルタリング又は反
復デコンボルーション等の画像強調を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　複数の重なり合うプレノプティック画像を共にモザイク化して所望の領域を含む、より
大きな画像領域を形成する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　現在の画像を、過去に取り込み、処理した１つ以上の画像と共に登録して、経時的な特
徴変化を直接比較することを可能とする、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記実行するステップにおいて、前記データセットのうち鮮明で十分に露出した部分を
特定し、画質を低下させてしまう輪郭のはっきりしない１つ以上の暗いデータセット又は
１つ以上の収差を除去する、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記単一画像は複数の深さにおいてプレノプティックであり又は焦点が合っており、ま
た、ユーザが焦点合成又は焦点の合った観察したい領域の選択を行える動画ファイルが作
成される、請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　指令を記憶した非一時的なコンピュータ記憶媒体であって、前記指令を実行することに
より、
　患者ユーザの体の部位を撮像する光学撮像装置を選択するステップと、
　１つ以上のデータセットを前記光学撮像装置により取得するステップと、
　前記取得したデータセットを登録するステップと、
　前記取得したデータセットに画像処理を実行するステップと、
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　前記画像処理されたデータセットのうち良いデータを前記患者ユーザの体の部位の単一
画像へと再構成するステップとを備える方法が実行される、非一時的なコンピュータ記憶
媒体。
【請求項２２】
　前記光学撮像装置は、スリットランプ搭載型装置、スリットランプ一体型装置、ＯＣＴ
装置、１つ以上の特定波長による光学撮像装置、マルチスペクトル装置、ハイパースペク
トル装置、自家蛍光装置、共焦点網膜撮像装置、走査レーザ検眼装置、適応光学装置、偏
光方向特定型装置、眼底カメラ、手持ち型撮像装置、直接検眼鏡、間接検眼鏡、フルオレ
セイン血管造影装置、ＩＣＧ血管造影装置、クルクミン蛍光撮像型自家蛍光撮像装置、オ
トスコープ、ダーマスコープ、及び内視鏡からなる群から選択される、請求項２１に記載
の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２３】
　前記データセットはサブピクセル精度で自動的に登録される、請求項２１に記載の非一
時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２４】
　前記画像フレームを登録して平行移動、回転、視点移動、及びサブフレームワーピング
を補償する、請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２５】
　前記取得されたデータセットに対する前記画像処理は、ウイナーフィルタリング又は反
復デコンボルーション等の画像強調を含む、請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ
記憶媒体。
【請求項２６】
　複数の重なり合うプレノプティック画像を共にモザイク化して所望の領域を含む、より
大きな画像領域を形成する、請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２７】
　現在の画像を、過去に取り込み、処理した１つ以上の画像と共に登録して、経時的な特
徴変化を直接比較することを可能とする、請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ記
憶媒体。
【請求項２８】
　前記実行するステップにおいて、前記データセットのうち鮮明で十分に露出した部分を
特定し、画質を低下させてしまう輪郭のはっきりしない１つ以上の暗いデータセット又は
１つ以上の収差を除去する、請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２９】
　前記単一画像は複数の深さにおいてプレノプティックであり又は焦点が合っている、請
求項２１に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３０】
　ユーザが焦点合成又は焦点の合った観察したい領域の選択を行える動画ファイルが作成
される、請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
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